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謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
ま
ち
づ
く

り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
き
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
世
界
各
地
で
の
情
勢
不
安
が
続
き
、
国
内
に

お
い
て
も
依
然
と
し
て
続
く
物
価
の
高
騰
が
、
全
国
的
に

家
計
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
や
局
地
的
な
豪

雨
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響
を
誰
も
が
身
近
に
感
じ
る
年

で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、
春
先
の
天
候

不
順
や
夏
の
猛
暑
な
ど
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
あ
り
ま
し

た
が
、
生
産
者
の
賢
明
な
努
力
と
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
令
和
７
年
の
農

業
生
産
額
は
、
前
年
を
上
回
り
史
上
最
高
を
更
新
す
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
生
産
資
材
の
高
止
ま
り

や
担
い
手
問
題
な
ど
、
困
難
な
情
勢
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
の
「
第
２
回
鹿
追
芸

術
祭
」
で
は
、
中
原
丈
雄
様
、
賀
来
千
香
子
様
、
木
村
善

幸
様
を
初
代
「
し
か
お
い
応
援
大
使
」
に
お
迎
え
し
、
本

町
の
魅
力
発
信
に
大
き
な
お
力
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
冬
に
は
「
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」
が
国

内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
客
で
賑
わ
う
一
方
、
２
月
に
は

記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
１
０
９
年
の
歴
史
を
誇
る
上
幌
内
小
学
校

と
、
託
児
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
か
ら
70
年
余
の
歴
史
を

誇
る
通
明
保
育
所
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

環
境
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
き
め

細
や
か
な
配
慮
を
欠
か
さ
ず
成
長
を
育
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
４
月
に
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
ス
ト
ニ
ィ
プ

レ
イ
ン
町
よ
り
チ
ョ
イ
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
を

お
迎
え
し
、「
姉
妹
提
携
締
結
40
周
年
記
念
祝
賀
式
典
」

を
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
続
く
５
月
に
は
、
今
度

は
本
町
か
ら
友
好
訪
問
団
が
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
を
訪

問
し
、
７
月
に
は
同
町
か
ら
の
交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
40
年
の
絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
瓜
幕

自
然
体
験
留
学
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ロ

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
の
構
造
で
、
合
わ
せ
て
太

陽
光
発
電
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
（
エ
リ
ア
内
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
）
を
活
用
し
た
施
設
と
し
て
新

年
度
、
新
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
余
剰
熱
活
用
と
し
て
取
り
組
み
を

始
め
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
開
始
か
ら
11
年
余
の
歳
月
を
経

て
、
昨
年
の
夏
に
「
キ
ャ
ビ
ア
」
の
商
品
化
が
実
現
し
ま

し
た
。
町
の
特
産
品
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

や
販
路
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
基
目
と
な
る
集
中
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い

て
、
町
と
民
間
企
業
２
社
の
３
者
で
、
整
備
検
討
に
向
け

た
基
本
合
意
を
交
わ
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
ガ
ス
の
多
目
的

な
利
用
を
図
る
こ
と
で
２
０
３
０
年
の
運
用
開
始
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
で
す
が
、
町
内
事
業
所
、
観
光
協
会
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
誘
客
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

懸
案
と
な
っ
て
い
る
然
別
湖
エ
リ
ア
の
再
整
備
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
価
高
や
人
手
不
足
、

経
営
継
承
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
商
店
街
の
活
性
化
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
移
住
・
定
住

促
進
に
は
住
宅
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
き

家
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
活
用
を
図
る
べ
く
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
た
町
立
病
院
で
す
が
、
12
月

よ
り
、
白
山
院
長
、
齋
藤
副
院
長
の
体
制
と
し
、
新
た
な

医
師
の
募
集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
運
営
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
共
に
、
困
り
ご

と
を
抱
え
る
方
々
に
対
し
、
引
き
続
き
断
ら
な
い
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や
北
海
道
の
子
ど

も
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
勘
案
し
、
有
識
者
の
ご
意
見

や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、鹿
追
町
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
依
然
と
し
て
続
く
物
価
高
騰
の
影
響
が
生
活
は
も
と
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
を
実
施

し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」
は
、
60
年
に

一
度
巡
っ
て
く
る
、
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
い
年
と
申

し
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
力
強
い
勢
い
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
更
に
加
速
さ
せ
、
町
の
新
た
な

発
展
・
飛
躍
に
つ
な
げ
る
年
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健

や
か
で
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
８
年
１
月

育まれてきた40年の絆を寿ぐ
「姉妹提携締結40周年記念祝賀式典」

鹿
追
町
長

喜
井 

知
己

新年のご挨拶新年のご挨拶

11年の挑戦が実を結び、ついに
商品化された「鹿追キャビア」

　
教
育
で
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア(

Ｉ
Ｂ)

の
候
補
校
と
し

て
審
査
を
受
け
て
い
た
鹿
追
中
学
校
お
よ
び
瓜
幕
中
学
校

が
、
正
式
に
認
定
校
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
両
校
を
中

心
と
し
た
、
町
内
各
学
校
に
お
け
る
探
究
学
習
の
推
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
生
徒
を
受
け
入

れ
て
い
る
鹿
追
高
校
で
す
が
、４
月
に
は
１
年
生
79
人
（
う

ち
道
外
10
人
）
の
入
学
が
あ
り
、
高
校
の
新
し
い
寮
「
ペ

ン
ギ
ン
ド
ミ
ト
リ
ー
」
に
道
内
外
か
ら
の
入
寮
希
望
者
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
幼
小
中
高
一
貫
教
育
と

鹿
追
高
校
の
更
な
る
魅
力
化
支
援
を
両
輪
と
し
、
未
来
を

担
う
人
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
着
手
し
た
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
２
月
の
完
全
移
行
に
向
け
て
、

最
終
段
階
で
あ
る
戸
別
受
信
機
の
設
置
作
業
を
進
め
て
お

り
、
町
民
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
基
盤

整
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
脱
炭
素
の
取
り
組
み
で
は
、
今
年
の
４
月
以
降
順
次
、

町
民
ホ
ー
ル
、
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
健
康
温
水
プ
ー
ル
の
各
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
（
省

エ
ネ
・
長
寿
命
化
）
大
規
模
改
修
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
閉
館
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
町
民
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今年も町に本格的な雪の季節が訪れました。
静かに降り積もる雪も、ひとたび大雪となれ
ば日常を揺さぶります。昨冬は、２月に記録
的な大雪に見舞われ、町の生活にも大きな影
響が出ました。今年の冬も、いつ同じような
状況に直面するかわかりません。
今月号では、町の除雪体制や、皆さんに知っ
ておいてほしい除雪のポイント、そして日々
の暮らしを守るための冬の備えを紹介します。
厳しい季節を安全・安心に過ごすために、今
一度、冬と向き合うヒントを一緒に確認して
いきましょう。

256cm

200

100

240cm
253cm 262cm

238cm

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

＊寒候年
前年８月１日から当年７月１日までの期間

鹿追町の過去 5 年間（寒候年）の積雪量
は、毎年 240 ～ 260 センチ前後で推
移しています。令和 7 年は 2 月に記
録的な大雪があったものの、その他の
日の降雪が少なかったため、年間積雪
量としては低い値となっています。

町の過去5年間（寒候年）の積雪量

町内の除雪は、国・道・町が
役割を分担して行っています

国道国道の除雪

帯広開発建設部帯広開発建設部

道道道道の除雪

帯広建設管理部帯広建設管理部
（旧土木現業所）（旧土木現業所）

町道町道の除雪

鹿 追 町鹿 追 町

除雪車の出動基準

10cm 以上の積雪

ただし、路面状況やその後の天気予報などによっては 10cm に
満たなくても出動する場合や、天候に応じて除雪出動を見送る
場合もあります。

人員・車両の数

作業員 32 人
このほか、13 名の農家の方にもご協力いただ
き、地域の生活道路や集会所などの除雪を担っ
ていただいています。

除雪車 24 台
※委託業者と役場職員を合わせた最大人数と台数

／

除雪距離

総延長 約330km
約 330km の町道ほか、公共施設の
駐車場を除雪します。

除雪ルートの優先順位

１ 主要幹線道路　２ 生活道路
具体的には、消防・病院・役場などの緊急施設につな
がる主要な道路や、スクールバス路線・患者輸送バス
路線などが最優先で、次に通常の生活道路の除雪が行
われます。また、人工透析患者の通院日は、患者宅前
の道路を優先して除雪しています。

除雪を始める時間帯

新雪除雪は原則午前３時にパトロ
ールを行い、午前４時から日中に
かけて必要に応じて道路除雪を行
います。雪の降り始めが遅い場合
は、早朝または午後からの出動と
なる場合があります。

原則 午前４時から 年間の除雪費用

［内訳］除雪委託料 4210万円／防雪柵設置等委託料
780万円／使用料（排雪用ダンプ借用など）430万円　　　　
修繕料（除雪機械など修理）260万円／燃料費（除雪機械
燃料）300万円／消耗品（融雪剤、その他）200万円

令和６年度実績 約6180 万円

しかおい防災のススメ Vol.5

町の除雪体制

雪と暮らす
冬の除雪＆防災ガイド
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冬期間の雪捨て場として次の場所を解放します。
雪を搬入するときは、なるべく奥まで行って捨
てるようにご協力お願いします。

雪 捨 て 場 の お 知 ら せ

●鹿追地区［一般車］  元町４丁目
    ＊家畜共進会場西側２カ所

●瓜幕地区［一般車・道路排雪車］  瓜幕東２丁目 43

用途が除雪に特化した、冬期限定で活躍
する車両です。主に農家地区の、距離の
長い幹線道路の除雪を担当します。

除雪グレーダ：
主に幹線道路の除雪や市街地の排雪に使われます。狭くなった道路
の拡幅や、デコボコ路面を削って整えるなど幅広く活躍しますが、
操作には高い熟練度が必要です。

除雪ドーザ：
主に市街地の生活道路や公共施設の駐車場を除雪します。
小回りが利くため、比較的せまい場所での除排雪に適しています。

大型ロータリー除雪車：
主に排雪作業に使用します。また、冬期に除雪していない郊外の農
道を春先に開通させる際にも使われます。

ダンプトラック：
距離の長い幹線道路の除雪や、排雪作業時の雪運搬に使われます。

主に市街地の歩道除雪や、除雪後に道路沿いに積み
上がった雪山の排雪に使用します。また、夏場は草
刈り作業にも活躍する多目的な機械です。

雪に立ち向かう
    頼もしい除雪車除雪車たち

除雪専用車
（除雪トラック）

小型ロータリー除雪車

ほかにもこんな

除雪車が！

冬が来ると気になる除雪のこと。
よく寄せられる質問についてお答えします！

除雪のギモン除雪のギモン

andand

Q なぜ除雪車がなかなか来ないの？

降雪状況に加え、除雪車の台数や担当
区間の広さ、路上駐車などの障害物に
よって作業が遅れることがあります。
そのため、到着まで時間がかかる場合
があります。

Q 朝、道路に雪が積もっているのに、除雪が行われないことがあるのはなぜ？

交通量が多く安全が確保できない場合や、気温が高く雪が溶ける見込みがある場
合などは、出動を見送ることがあります。また、集中的な降雪時は、先に除雪し
た路線にも雪が積もり、未除雪のように見えることがあります。

Q 道路が狭くなっているのに
　　　　　　すぐに排雪されないのはなぜ？

排雪は雪を積んで運搬するため時
間がかかります。職員が道路状況
を巡回し、通行に支障があると判
断した場合に、道路幅の確保や排
雪を行うため、すぐ対応できない
ことがあります。

Q 吹きだまりがひどい場所や
　　　　　　つるつる路面にはどんな対策をしているの？

吹きだまりが発生しやすい場所には防雪柵を設置
し、必要に応じて重点的に除雪します。つるつる
路面には滑り止め材を散布するなど、状況に応じ
た対策を行っています。

Q 家の前に寄せられた雪は片づけてもらえないの？

除雪は限られた時間内での作業となるため、雪を
道 路 脇 に か き 分 け て 通 行 幅 を 確 保 す る『 か き 分
け 除 雪 』 を 行 っ て い ま す。 そ の た め 玄 関 前 な ど 
　　　　　　　　に雪が残ることがありますが、その 
　　　　　　　　処理については各ご家庭でのご協力 
　　　　　　　　をお願いします。

作業車の直前 • 直後の横断はやめましょう
作業中の除雪車には絶対に近づかないでくださ
い。特にお子さまや高齢者の方は、十分ご注意く
ださい。

障害物の撤去をお願いします
除雪作業を安全かつ円滑に行うため、路上駐車は
しないようにし、道路上には物を置かないでくだ
さい。作業の妨げになるだけでなく、事故につな
がる恐れがあります。

玄関先の除雪は各家庭で
玄関先から道路までは、各家庭での除雪をお願い
します。車道への雪だしは通行の妨げとなるため、
行わないでください。

除雪後もご注意を
車道の除雪後は、間口に段差ができることがある
ため、車の出入りには十分ご注意ください。また、
除雪でできた雪山は見通しが悪く危険です。道路
付近でのそり遊びなどは絶対にやめましょう。

歩道除雪にご協力ください
各町内会や商店街など、地域のみなさんによる歩
道の除雪・排雪にご協力をお願いします。
ひとりひとりの心掛けが、除雪作業の効率向上に
つながります。

安全でスムーズな除雪作業のために 

ご注意とご協力のお願い
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大雪になる前に やっておくことやっておくこと
大雪になってから必要な物を買いに出るのは、思わぬ事故につながることもあるため
大変危険です。 また、買い占めによる品薄が発生することもあります。
雪が降る前に、家では食料や灯り、暖房などの備蓄を整え、停電や外出困難に備えまし
ょう。車ではスコップや非常食の準備に加えて、タイヤの溝やバッテリーなど必ず点検
しておくことが大切です。
大雪が予想されるときこそ、普段からの備えが大きな力になります。

大雪になったら

気をつけること気をつけること
大雪は立派な “ 災害 ” です。大雪の際は不要不急の
外出を控え、安全な場所で過ごすことが何より大切
です。 自分と家族を守るために、天候の変化に十分
注意し、無理のない行動を心がけましょう。

視界の悪化や路面の凍結、雪の重みなどにより、さまざまなトラブルが起こりやすくなります

交通障害

◦立ち往生
◦スタック
◦交通渋滞
◦スリップ事故
◦公共交通の運休

◦歩行中の転倒
◦ごみ収集の遅れ
◦配送、物流の遅延
◦通院、介護サービ
　スへの影響

歩行者の事故
生活動線の支障 ライフライン障害

◦電気、水道、通信
　などの寸断
◦水道管の凍結、
　破裂

建物の損壊など

◦屋根や窓の破損
◦落雪事故

◦無理に進まず、安全な場所に駐車し、近くの
　建物に避難して天気の回復を待つ

運転中、暴風雪に巻き込まれたら

◦一酸化炭素中毒を防ぐため、基本はエンジン
　停止
◦防寒などでやむを得ずエンジンをかけるとき
　は、マフラー（排気管出口）が埋まらないよう
　に定期的に除雪する
◦窓を開けて換気をしていても、風向きや窓の
　開き具合によっては一酸化炭素中毒になる場
　合があるので注意する

◦後続車からの追突を防ぐため、ハザードラン
　プを点滅させ、停止表示板を設置する
◦ロードサービスや近くのお店、人家などに救
　助を求める
◦避難場所がない場合は警察・消防へ連絡する

視界が悪くなったら 車内で救助を待つとき

立ち往生してしまったら

［ 必ず受信設定を！ ］
欲しい情報を受け取るには、各配信サービスともに受信設定
が必要です。登録後、各設定画面から必ず受信設定を行って
ください。

スマートフォン

メールmishikaLINE メール

ガラケー

登録はこちらから町の情報を受け取ろう
町では、緊急情報を SNS などでいち早く
発信しています。防災無線の放送内容も
確認できるため、外出先でも安心です。
大雪時には、状況に応じて生活に関わる
重要な情報を随時お届けします（ごみ収
集の中止、各学校や公共施設の臨時休校・
臨時休館、患者輸送用バスの運休など）。
ぜひご活用ください！

除雪用具
除雪スコップ
スノーダンプ
防寒具
長靴・手袋

停電・断水対策
懐中電灯・ランタン
乾電池
モバイルバッテリー
使い捨てカイロ
湯たんぽ
携帯ラジオ
カセットコンロ・ボンベ
非常用トイレ
燃料（灯油）

日用品
飲料水
レトルト食品・缶詰
常備薬・救急用具
※最低３日分、できれば１週間分

家に備える

車内アイテム
解氷スプレー

車載用スマホ充電器
予備の手袋・帽子

飲料水・非常食
使い捨てカイロ

後部スペース（荷室）
スコップ

スノーブラシ
牽引ロープ

スタック脱出用グッズ
毛　布
防寒着
長　靴

　ポイント
スタッドレスタイヤの残溝チェック
ガソリンは常に「半分以上」をキープ
冬用のワイパーゴム・ウォッシャー液の補充

車に備える

警報が発表されたら注意を！
大雪や暴風雪に関する気象情報は、
数日前から発表されることがありま
す。最新の気象情報や道路情報をこ
まめに確認し、早めの備えに役立て
ましょう。 気象庁

気象情報 道路情報

北海道開発局 JARTIC

CHECK!
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皆
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
地
域
に
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

と
呼
ば
れ
る
方
々
が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
の

が
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
の
存
在
で
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ
て
い

た
だ
き
、
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
役

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
伊
藤
章
一
さ
ん
、
遠
藤
美
紀
子

さ
ん
、
大
井
基
寛
さ
ん
、
高
橋
征
男
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
長
年

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
喜
井
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
伊
藤
さ
ん
と
遠

藤
さ
ん
は
12
年
、
大
井
さ
ん
と

高
橋
さ
ん
は
６
年
に
わ
た
り
同

委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
社
会

福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
方
か
ら
新
た
に

任
命
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
方
へ
綿
密
な
引
継
ぎ
が

行
わ
れ
、
決
意
を
新
た
に
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

退
任
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
任

期
は
3
年
で
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法

に
よ
っ
て
「
児
童
委
員
」
も
兼
ね
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
見
守
り
・
相

談
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
支
援
活
動
、
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の

相
談
、
災
害
時
に
援
護
を
必
要
と
す
る

人
々
の
支
援
活
動
な
ど
を
、
地
域
や
福

祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。　

主
任
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
、

児
童
虐
待
の
防
止
や
学
校
と
連
携
し
た

支
援
な
ど
、
子
育
て
や
子
ど
も
に
関
す

る
支
援
・
い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
な

ど
の
相
談
を
専
門
に
担
当
し
て
い
る
人

を
「
主
任
児
童
委
員
」
と
呼
び
ま
す
。

現
在
、
鹿
追
町
で
は
2
人
の
主
任
児
童

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
制
度
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
追
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事

務
局
（
保
健
福
祉
課 

福
祉
係
☎
66
・

２
５
５
８
）

相　談

実態把握
情報提供

相談内容
の報告

情報提供

必要な支援

役場などの
行政機関

支援のながれ　
イメージ図

お悩みを抱えた
地域の住民

民生委員
児童委員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

令
和
７
年
12
月
1
日
の
全
国
一
斉
改
選
に
よ
り
、
鹿
追
町
で

は
４
人
が
新
し
く
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
日
、

役
場
第
２
会
議
室
に
お
い
て
、
委
嘱
状
が
喜
井
町
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

任
命
に
と
も
な
い
、
喜
井
町
長
か
ら
「
民
生
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
今
後
と
も
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

令
和
７
年
12
月
か
ら
新
た
に
４
人
が
民
生
委
員
に【担当地区】柏木区・年輪区・

元町区・第３区・第４区・新
生２区・もみじの里区

新
任  

富
樫  

賀
美

☎
67・７
１
２
８

【担当地区】笹川東班・北鹿
追（南班、中班、北班）

新
任  

佐
藤  

哲
也

☎
67・２
２
６
６

【担当地区】鹿追行政区（農
事組合西方面）・笹川（南班、
中班、北班、東班支所、町内
班）・ひばり区

新
任  

大
原  

睦
生

☎
66・３
４
８
８

【担当地区】曙区・第１区・新
生１区・栄区・第６区・仲町
区・もみじ区

新
任  

村
岡  

喜
代
子

☎
66・２
３
５
１

【担当地区】町内全域
児童福祉に関する事項を専
門に担当

●  

東
原  

真
智
子

☎
66・１
６
６
５

委
員
歴
3
年

【担当地区】町内全域
児童福祉に関する事項を専
門に担当

●  

大
下  

洋
美

☎
66・２
９
７
８

委
員
歴
3
年

【担当地区】上然別（１班、２
班）・美蔓（南班・北班）

長
屋  

寿
☎
66・３
２
９
８

委
員
歴
3
年

【担当地区】上幌内行政区・
幌内（北班、中央班、共和班）

中
尾  

明
人☎ 

66・
３
３
９
１

委
員
歴
3
年

【担当地区】新光１区・新光
２区・新光３区・光東２区・
みどり区

五
十
嵐  

和
歌
子

☎
66・２
５
６
３

委
員
歴
3
年

【担当地区】白樺区・北町区・
緑陽区・特養区

米
澤  

順
子☎

66・３
３
６
１

委
員
歴
3
年

【担当地区】平成区・大栄区・
平和区・末広区・日の出区・
新緑区

﨑
野  

靖
子☎

66・３
１
０
９

委
員
歴
6
年

【担当地区】鹿追行政区（西
町方面）・花園区・学園区・若
葉区・青葉区・新和区

浅
野  

富
夫☎

66・３
１
１
４

委
員
歴
6
年

【担当地区】北瓜幕（農栄班、
西班）・南瓜幕東班・瓜幕中
央区・然別湖畔区

堀
川  

法
広☎

67・２
７
７
０

委
員
歴
9
年

【担当地区】光東１区・中央
１区・中央２区・銀座区・東
銀座区・大和区・旭区

窪
田  

千
博☎

66・２
１
６
５

委
員
歴
9
年

【担当地区】鹿追行政区（泉町
方面）・いずみ野１区・いずみ
野２区・新青葉区・あかね区

田
中  

千
惠
子

☎
66・２
６
４
４

委
員
歴
9
年

【担当地区】中瓜幕（中央班、
南班、学校班）・東瓜幕（東瓜
幕班、中央班、東班、市街班）

副
会
長  

神
谷  

秀
敏

☎
67・２
４
５
８

委
員
歴
3
年

【担当地区】南瓜幕西班・瓜
幕西区・瓜幕平成区・瓜幕文
京区

副
会
長  

三
反
﨑  

里
香　

☎
67・２
０
１
０

委
員
歴
6
年

【担当地区】下鹿追（１班、２班、
３班）・中鹿追（東班、西班）・鹿
追行政区（農事組合東方面）

会
　
長  

鈴
木  

隆

☎
66・２
４
９
７

委
員
歴
21
年

  

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
や

お
悩
み
ご
と
が
あ
る
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
は
主
任
児
童
委
員　
　
　
　
　

   　
　

  　
（
敬
称
略
）

皆
さ
ま
の
地
区
を
担
当
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
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〜併用運用がスタートしています〜

防災行政無線、デジタル化へ

「地域防災計画」に基づき、地域における防災、応急救助、災害復旧に関する情報発信を主目的として、あ
わせて平常時には一般行政情報の発信にも使用できる無線局です。役場に設置している親局から発信された
電波を、町内市街地に設置している屋外拡声器や農家地区各戸に設置している戸別受信機で受信して放送さ
れるものです。

防災行政無線とは

町民課 住民生活係 ☎ 66・4031

現在運用している防災行政無線はアナログ電波方式のため、令和 8 年１月中旬に予定しているデジ
タル化への移行後は使用できなくなります。これに伴い、町があっせん販売していた「防災ラジオ」は、
単 3 電池を入れておくことで、災害時の非常用ライトやラジオ放送の受信機能を引き続き利用でき
ます。なお、「戸別受信機」は使用できません。

※農家地区で屋外アンテナが設置されている方は、順次、工事業者が巡回し、無償で撤去工事をして　　
　います。撤去工事が終わってない方は上記係までご連絡ください

防災ラジオ・戸別受信機の廃棄方法について

デジタル化移行後の変更点

アナログ放送からデジタル化への移行に伴い、下記の点が変更になります。
ご不明な点がありましたら上記係までご連絡ください。

放送の時間が、原則［12：20］［17：20］の2回になります
＊臨時放送など除く

肉声放送から音声合成放送になります。また、時報チャイムの音色が変わります
＊緊急時など肉声音声での放送になる場合があります

戸別受信機に録音機能が搭載され、好きな時間に再生することができます

防災ラジオ：利活用可能 戸別受信機：使用不可

　　

水耕栽培の野菜を A コープで販売しています
保健福祉課 福祉係 ☎ 66・2558

障がい者が農業分野での仕事を行い、社会参画を実現
する取り組みである「農福連携」により、生産された
生鮮食品と流通に係る事業者を認証する仕組み。2019
年に農林水産省と厚生労働省によって創設されました。

障がい者が
生産工程に携わった

食品の農林規格

農業分野での
障がい者就労の支援

農業の担い手不足
や障がい者の就労先

不足の解消

ノウフクJAS
とは？

募集種目 応募資格 受付期間 試   験   日

自衛官候補生

18 歳以上 33 歳未満の方

※ 32 歳の方は、採用予定月　
　 の末日現在、33 歳に達し　
　 ていない方

随時受け付けています 受付時にご案内します

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒
一般試験

15 歳以上 17 歳未満の男子

※平成 21 年 4 月 2 日から平　
　成 23 年 4 月 1 日までの間　
　に生まれた方

10月1日（水）〜
令和８年1月15日（木）

1次試験：令和８年１月24日（土）
2次試験：令和８年２月15日（日）

自衛隊帯広募集案内所
帯広市西５条南 14 丁目 13  NC サウスビル    ☎ / Ｆ 0155•23•8718

募集案内所 E-mail地本 HP
※募集資格の年齢は採用時期によって異なります。なお受付期間や試験日については状況
　により変更になることがあります。詳しくはお問い合わせください。

自衛官などを募集します

・学校給食や認定こども園しかおいにも卸し、地産地消や食育に役立てています
・土耕栽培ではなく水耕栽培のため、洗わずにそのまま食べることができます
・道内初のノウフクJASの認証を受けた野菜です

ノウフク JAS マークがつくことによって、障がい者の働く場が広がり、障
がいがあっても社会で活躍することができ、広い世代に理解してもらえるこ
とを期待しています。

「shika vege 鹿追町」の野菜は･･･

●いずれも、廃棄される場合は、【資源ごみ（小型家電）】として排出してください

＊非常用ライトやラジオ　
　放送の受信機能

鹿追町瓜幕地区の水耕栽培ハウスで収穫した「shika vege 鹿追町」の作物を冬期間、Aコープ
鹿追店のもぎたて市コーナーで販売することになりました。令和５年から「就労継続支援B型
事業所nanmo.(もみじ工房)」の利用者たちがいろいろな農作物の栽培や収穫、出荷に携わって
います。　

ぜひお試しください！
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デジタルを活用した

まちづくりワークショップ

　暮らしの質向上を目指す「デジタルを活用した
まちづくりワークショップ」（町主催）が町民ホー
ルで開催され、町内の各種団体や一般の方など
17 人が参加しました。当日は、デジタル技術に
関する講義に続き、「どんな活用ができるか」「ど
んな点が不安か」などをテーマにグループワーク
を実施。最後に発表と意見交換が行われました。

11/27

高校生が先生に！

鹿高生
イラスト教室

　鹿追高校生が企画した「イラス
ト教室・美術館講座」が鹿追小学
校で行われました。美術の魅力を
伝えたいという思いで開催担当し
たのは同校３年生の菊池さんと山
岡さん。美術館の楽しみ方につい
て山岡さんが、顔の描き方を菊池
さんがレクチャーしました。参加
した小学生たちは意欲的に質問を
し、講座を楽しんでいました。

11/18
新しい認知症観を学ぶ

認知症講演会

　「認知症講演会」（町・NPO 法人
かしわのもり主催）が町民ホール
で開催され、62 人が参加しました。
　講師は、人とまちづくり研究所
の堀田聰子代表と西上ありささん。

「認知症があってもなくても鹿追町
であなたらしい暮らしをつくるヒ
ント」をテーマに、参加者に向け
て解説しました。また認知症カフェ
もあわせて開催されました。

12/7
鹿追町の「今」を知る
2025 シカソンサ
ミット in しかおい

　「2025 シカソンサミット in しか
おい」（町主催）がピュアモルトク
ラブハウスで開催され、町外企業
の２社５名を含む 10 人が参加し
ました。町の取り組みを知っても
らうためのショートワーケーショ
ンで３回目の開催。
　高校の地域みらい留学など特色
ある活動を行う方々との意見交換
や町内施設の視察を実施しました。

11/17
〜 18

道外のファンも鹿追町へ集結

しかおい文音フェス

　「しかおい文音フェス」（同実行委員会主催）が
町民ホールで開催され、町内外から約 400 人が
来場しました。
　My’s や白蛇姫舞のステージのほか、デビュー
26 周年を迎えた「Do As Infinity」によるアコー
スティックライブが行われ、新曲を含む全 10 曲
が披露されました。

11/1612/7 神田日勝の生誕をファンと祝う

第 23 回日勝祭

　神田日勝の誕生日である 12 月 8 日を記念する
「第 23 回日勝祭」が同記念美術館で開催され、
50 人の日勝ファンが神田日勝の生誕を祝いまし
た。
　第 1 部では、小川原脩記念美術館の沼田絵美副
館長によるギャラリートークが行われ、開催中の
特別企画展「神田日勝記念美術館×小川原脩記念
美術館 二人の歩んだ道」の出展作品について解
説しました。さらに、神田日勝が生前最も親しかっ
た友人の１人である徳丸滋さん（小川原脩記念美
術館名誉館長）の強い思いから作品交換展が実現
した経緯や、両画家の画業を辿る展示構成につい
ても紹介されました。
　第 2 部ではクラシックギタリストの田中光俊さ
んが「シューベルトのセレナーデ」「ヴィラ・ロ
ボスの前奏曲」などを演奏し、来場者を魅了しま
した。

12/8 戦後 80 年に被ばく体験を聴く

被爆体験伝承者の特別講話

　被爆体験伝承者による特別講話が、鹿追小学校・
笹川小学校の６年生を対象に行われ、38 人の児
童が参加しました。
　この講話は、社会科の授業で「長く続いた戦争
と人々の暮らし」を学んだ総まとめとして行われ
たもので、国立広島原爆死没者追悼平和祈念館の
被爆体験伝承者である岡田令恵子さんが講師を務
めました。
　被ばく者・笠岡貞江さんの体験談を中心に、原
爆の恐ろしさ、戦時中の生活、戦後の苦難などが
詳細に語られました。刺激の強い映像が流れる場
面では顔を隠すよう促すなど、児童たちへの配慮
も行われました。
　さらに、平和を実現するために「知ること、考
えること、行動すること、愛の心を持つこと」と
いう笠岡さんからの強い願いが、児童たちに伝え
られました。

Town's  topics
ま ち の 話 題
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神
谷
秀
敏
さ
ん
に
北
海
道
社
会
貢
献

神
谷
秀
敏
さ
ん
に
北
海
道
社
会
貢
献

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た保

健
福
祉
課 

福
祉
係

　

12
月
1
日
、
町
長
室
に
お
い
て
「
北

海
道
社
会
貢
献
賞
」
の
表
彰
伝
達
が
行

わ
れ
、
喜
井
知
己
町
長
か
ら
神
谷
秀
敏

さ
ん
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
谷
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら
新
得

地
区
保
護
司
会
鹿
追
分
区
の
保
護
司
と

し
て
、
ま
た
、
令
和
７
年
か
ら
は
鹿
追

分
区
長
と
し
て
従
事
さ
れ
、
18
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
者

の
改
善
更
生
の
支
援
や
犯
罪
予
防
の
啓

発
に
も
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
安
全
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
井
町
長
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
の
保

護
司
と
し
て
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
、

引
き
続
き
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」と
お
礼
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「社会復帰してほしい思いで相手を信じる
ことを心がけた」と話す神谷秀敏さん(右)

お知らせ掲示板
担当課 ・ 係から ひとこと

記
念
す
べ
き

記
念
す
べ
き
1010
冊
目
の
書
籍

冊
目
の
書
籍

神
田
日
勝
「
所
蔵
作
品
集
」
発
刊

神
田
日
勝
「
所
蔵
作
品
集
」
発
刊

社
会
教
育
課 

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
係 

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
所
蔵
作
品
を

紹
介
す
る
新
し
い
図
録
「
所
蔵
作
品

集
」が
12
月
１
日
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
図
録
は
、
同
美
術
館
所
蔵
の
中

か
ら
代
表
的
な
66
点
の
作
品
を
厳
選
し

て
掲
載
し
た
も
の
で
、
神
田
日
勝
に
関

す
る
記
念
す
べ
き
10
冊
目
の
書
籍
。
風

景
画
や
素
描
も
収
録
し
、
日
勝
の
制
作

活
動
の
全
貌
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
発
刊
に
あ
た
り
、
同

美
術
館
の
小
林
館
長
は
「
カ
ラ
フ
ル
な

表
紙
の
よ
う
に
新
し
い
日
勝
像
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
思
い
を
語

り
ま
し
た
。
図
録
は
、
同
美
術
館
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
て
１
冊

２
５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。「魅力ある日勝の作品をたくさんの方に

見ていただきたい」と話す杉本学芸員

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た町

民
課  

税
務
係 

　

12
月
８
日
、
中
学
生
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」（
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
・
国
税
庁
共
催
）
の
表
彰
状
贈
呈

式
が
、鹿
追
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
は
、
中
学
生
が
学
校
や
テ

レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
知
っ
た
税
の
話
を

題
材
と
し
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち

正
し
い
理
解
を
深
め
る
と
い
う
目
的
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
帯
広

税
務
署
長
賞
に
西
垣
美
緒
さ
ん（
鹿
追

中
学
校
３
年
）が
入
選
し
ま
し
た
。

　

西
垣
さ
ん
は
、
応
募
の
動
機
と
し
て

「
自
分
が
け
が
で
不
自
由
な
状
態
の
時

に
利
用
し
た
通
学
路
が
、
税
金
で
修
復

さ
れ
て
い
る
と
知
り
、
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

受賞した表彰状を手にする西垣さん（写真中
央）と松田帯広税務署長（左）、上野校長（右）

○：通常業務
休：閉庁・休館・休診
▲：一部業務を行います

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

鹿追町役場・瓜幕支所 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

介護予防センター ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

トリムセンター　※１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

　　（フィットネス） ○ ▲ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

　　（浴　場） ○ ○ ○ ○ 休 ○ ▲ 休 休 休 ○ 休

町民ホール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神田日勝記念美術館 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

総合スポーツセンター ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ 休

健康温水プールしかおい ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ 休

交流センターみないる ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

ピュアモルトクラブハウス ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

図書館 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

ウリマックホール ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

ライディングパーク　 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

うりまく夢創造館 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

ワーキングセンター ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

とかち鹿追ジオパーク会館 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

ごみ収集業務　※2 ○ ○ 休 休 ○ ▲ 休 休 休 休 休 ○

し尿くみ取り業務　※3 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

最終処分場 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

ひまわりセンター　※4 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○ ○

患者輸送バス ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

国民健康保険病院　※5 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

鹿追東町歯科医院 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

国際交流センター平成館　※6 ○ ▲ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

（事業系一般廃棄物のみ）

年末年始 年末年始 のの
主な町内施設・医療機関の業務ご案内主な町内施設・医療機関の業務ご案内

※１ トリムセンターのフィットネスは、12月26日（金）午後３時までご利用できます。浴場は12月31日（水）午前 10
時〜午後6時までの入浴となります。

※２ 行政区の生ごみ収集曜日が火曜日地区の方は12月30日（火）が生ごみの臨時収集日です。朝8時までにごみステー
ションに排出してください。

※３ し尿くみ取りの年内の受付は終了しました。1月５日(月)より通常受付・収集となります。
※４ ひまわりセンターでは、センター前に常設の資源ごみ回収ボックスを設置しています。また、年末年始の12

月29日（月）〜１月３日（土）は臨時に「生ごみ・燃やすごみ・燃やさないごみ回収ボックス」を設置していま
すのでご利用ください。

※５ 休診日における救急外来は、緊急に処置や治療が必要な重症患者を診るためのものです。「日中用事があり来
られなかった」「薬が無くなった」などの緊急性の低い受診はご遠慮ください。なお来院される場合は、事前
に病院へ電話連絡のうえ、当直看護師の指示を受けてくださいますようお願いします。

※６ 12月26日（金）の平成館は展示室・カフェともに午後3時に閉館となります（カフェのラストオーダーは午後2時
30分）。

瓜
幕
中
学
校
に
続
き
、
鹿
追
中
学
校
も

瓜
幕
中
学
校
に
続
き
、
鹿
追
中
学
校
も

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
に

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
に

学
校
教
育
課  

学
校
教
育
係 

　

12
月
11
日
、
鹿
追
中
学
校
が
、
国
際

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）の
認
定
校
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
町
内
で
は
、
す
で
に
認
定
を

受
け
て
い
る
瓜
幕
中
学
校
に
続
き
、
２

校
目
と
な
り
ま
す
。

　

両
校
は
、
令
和
５
年
度
に
Ｉ
Ｂ
候
補

校
と
し
て
申
請
し
、
11
～
16
歳
を
対
象

と
し
た
中
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ミ
ド

ル
イ
ヤ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｍ
Ｙ
Ｐ
）」

を
中
心
に
、
学
習
と
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
生
徒
が
地
域
課
題
に
主
体
的

に
向
き
合
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
認
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

参観日に保護者へコミュニティープロジェク
トについて説明する生徒たち
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※都合により変更する場合がありますEvent

イベント
情 報

軽食を食べながらお話ししませんか？
　どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。当日はカレー
ライスやお惣菜、パンの販売などを予定しています。
１月のお楽しみメニューは「焼き菓子」です（飲み物付 
250 円）。
＊�認知症相談コーナーを開設しています。認知症のことを

知りたい方、認知症が心配な方やその家族、介護に関わ
る方、どなたでも気軽に立ち寄れるコーナーです。

日 時　１月８日（木）　午前 10 時〜午後１時
場 所　ほほえみプラザ

「ポピーの会」にいらっしゃい！
保健福祉課 健康推進係　☎ 66•4037 

おしゃべりハウス

　親子で病気や災害などの悪い鬼を追い払いません
か？たくさんの方の参加をお待ちしています。

日　　時　２月３日（火）　午前 10 時〜
場　　所　学童保育所 
持  ち  物　飲み物
対　　象　町内在住の未就学児と保護者
申込締切　1 月 20 日（火）
申　　込　上記係まで

節分の集い
子育て支援センター　☎ 66•1165

　北海道の厳しい冬がやってきました。交通事故ゼロを目指して、冬道の安全運転を教習のプロから
教わりましょう。新得警察署・十勝機動警察隊が「冬道にひそむ危険箇所の運転テクニック」を、新
得モータースクール・芽室自動車学校の教官が「楽しく安全な冬道ドライブのコツ」を教えます。

日　　時　1 月 17 日（土）　午前 9 時 30 分〜
場　　所　鹿追町家畜共進会場
問  合  せ　上記係まで〈事前申込不要〉
＊氷上コースで安全に停車できるかの技術を競い、
　上位者には商品券を贈呈！
＊「豚汁」「ホットミルク」など、温かい食べ物をご用意
　してお待ちしています。

第40回 氷上運転講習会
町民課 住民生活係　☎ 66•4031

雪道を想定した特設コースで運転ができます

　
経
営
の
安
定
な
ら
び
に
振
興
を
目
的

に
、
町
内
中
小
企
業
者
が
金
融
機
関
か
ら

事
業
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
利
子
お
よ
び
保
証
料
を
補
給
す
る

事
業
を
例
年
同
様
行
い
ま
す
。

▼
鹿
追
町
中
小
企
業
事
業
資
金
利
子
補
給

事
業

《
対
象
》
町
内
に
お
い
て
独
立
し
た
事
業

所
ま
た
は
店
舗
を
有
す
る
方
で
、
卸
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
鉱
工
業
、
運
輸
業
、

そ
の
他
の
事
業
を
１
年
以
上
営
む
法
人
ま

た
は
個
人
（
遊
興
娯
楽
な
ど
の
不
急
の
業

種
は
除
く
）。

《
補
給
条
件
》
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ

と 

①
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と 

②
商

工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
対
象
事
業

資
金
の
手
続
き
を
し
て
い
る
こ
と

《
補
給
内
容
》
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
お
よ
び

保
証
料
を
、
規
則
に
則
っ
て
算
出
し
た
額

《
申
請
期
限
》
１
月
23
日
（
金
）

＊
鹿
追
町
商
工
会
を
経
由
の
う
え
、
商
工

観
光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
合
せ 

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

☎
66
・
４
０
３
４

　
鹿
追
町
で
は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

と
、
働
く
人
を
募
集
し
て
い
る
事
業
所
を

つ
な
ぐ
た
め
、
職
業
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
業
所
情
報
、
求
人
情
報
は
鹿

追
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
企
画
課
窓
口

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
求
人
、
求
職
に
つ

い
て
ご
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
の
流
れ
》

求
職
者　
①
求
職
票
を
提
出 

②
求
人
情
報

閲
覧・相
談 

③
応
募 

④
選
考
（
面
接
な
ど
）  

⑤
採
用
不
採
用
の
決
定

求
人
者
　
①
事
業
所
登
録
書
を
提
出

②
求
人
票
を
提
出 

③
応
募
者
に
つ
い
て
検

討 

④
選
考
（
面
接
な
ど
） 

⑤
採
用
不
採
用

の
決
定

《
そ
の
他
》
求
人
企
業
は
鹿
追
町
内
の
事

業
所
に
限
ら
れ
ま
す

◆
問
合
せ 

企
画
課 

企
画
係 

☎
66
・
４
０
３
２

　

　
建
設
業
界
の
人
手
不
足
は
全
国
的
な
傾

向
で
あ
り
、
道
内
に
お
い
て
も
今
後
関
連

産
業
も
含
め
、
働
き
手
の
確
保
が
心
配
さ

れ
る
状
況
で
す
。
国
土
交
通
省
と
厚
生
労

働
省
で
は
、
働
き
方
改
革
や
建
設
業
界
の

体
質
改
善
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
建
設
労
働
者
育
成
支
援
事
業
」
を
全
国

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
と
就

職
支
援
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
て
、

大
型
特
殊
免
許
な
ど
の
資
格
の
取
得
が
可

能
で
す
。
今
年
度
の
講
習
を
、
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

《
講
習
名
》 建
設
総
合
コ
ー
ス
（
帯
広
）

《
実
施
期
間
》
１
月
30
日
（
金
）
〜
３
月

4
日
（
水
）

《
対
象
》
求
職
者

《
定
員
》
10
人

《
受
講
方
式
》
通
学
ま
た
は
宿
泊

◆
問
合
せ 

公
益
社
団
法
人 

日
高
地
域
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
協
会 

☎
０
１
４
６
・
22
・
２
３
９
４

　
毎
年
冬
に
な
る
と
、
沿
道
家
屋
な
ど
か

ら
の
落
氷
雪
に
よ
る
死
傷
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
通
行
を
円
滑

に
し
、
事
故
を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
落
氷
雪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う        

　
な
沿
道
家
屋
な
ど
に
つ
い
て
は
、
雪
止

　
め
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

■
す
で
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
針
金
な
ど
の
さ
び
や

　
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
破
損
が
原
因
で
落

　
氷
雪
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
点
検
し
、
破
損
な
ど
が
発
見
さ
れ

　
た
場
合
は
早
急
に
修
繕
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い

■
落
氷
雪
は
、
早
め
に
除
雪
す
る
と
と
も

　
に
、
除
雪
は
必
ず
複
数
人
で
行
い
、
歩

　
行
者
や
付
近
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
な

　
ど
に
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か
ら

　
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子
ど
も
を

　
遊
ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い

■�

交
通
事
故
お
よ
び
交
通
障
害
防
止
の
た

め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の

積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

◆
問
合
せ 

帯
広
開
発
建
設
部
帯
広
道
路
事

務
所
☎︎
０
１
５
５
・
25
・
１
２
５
０

情報BOX

「
利
子
・
保
証
料
」
補
給
制
度

鹿
追
町
無
料
職
業
紹
介
所
の

ご
案
内

建
設
労
働
者
な
ど
を
育
成
す
る

建
設
総
合
コ
ー
ス
を
実
施

詳細はこちら

無料職業
紹介所について

詳細はこちら

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
防
止

な
ど
の
お
願
い

　こども園のお友だちと一緒に遊んだり、給食体験をし
てみませんか？

日　　時　１月 16 日（金）　午前 10 時〜 11 時
場　　所　子育て支援センター 
持  ち  物　親子の上靴・飲み物・おしぼり・スプー
　　　　　ン・フォーク・皿・お椀など
対　　象　町内在住の未就学児と保護者
申込締切　1 月５日（月）
申　　込　上記係まで

未就園児開放給食体験
子育て支援センター　☎ 66•1165
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健 幸 福 祉 の ページ

保健福祉課（トリムセンター内）   ☎ 66・1311   F66・1818

包括ケア係認知症関連イベントなどのお知らせ健康推進係
予防接種忘れていませんか？

帯状疱疹・ＨＰＶワクチン接種のご案内

今年度より、帯状疱疹ワクチンが定期接種化されました。すでに対象の方には、接種券を送付しています。
定期接種対象者の方が助成を受けられるのは、令和８年 3 月 31 日までです。

帯状疱疹ワクチン

対象者
① 年度内に 65 歳を迎える方
② �60 ～ 64 歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

能の障がいがあり、身体障害者手帳１級相当の方
③ 70・75・80・85・90・95・100 歳になる方、
　 100 歳以上の方全員（5 年間の経過措置）

［参考］令和７年度対象者
対象年齢 生年月日

65 歳 昭和 35 年４月２日〜昭和 36 年４月１日生
70 歳 昭和 30 年４月２日〜昭和 31 年４月１日生
75 歳 昭和 25 年４月２日〜昭和 26 年４月１日生
80 歳 昭和 20 年４月２日〜昭和 21 年４月１日生
85 歳 昭和 15 年４月２日〜昭和 16 年４月１日生
90 歳 昭和 10 年４月２日〜昭和 11 年４月１日生
95 歳  昭和５年４月２日〜昭和６年４月１日生

100 歳以上  大正 15 年４月１日以前生

認知症の方やご家族の皆さまが安心して生活できるよう、鹿追町ではさまざまなサポート体制が整えられ
ています。認知症に関するイベントや支援内容をご紹介します。

対象者
次の①〜③のすべてに該当する方
 ① 40 歳以上の方
 ② 在宅で生活している方
 ③ 認知症が疑われる、または認知症と診断された方
また、Ⓐ〜Ⓓのいずれかに該当する方
 Ⓐ 継続的な医療サービスを受けていない
 Ⓑ 適切な介護保険サービスに結びついてない
 Ⓒ 診断されたが介護サービスが中断している
 Ⓓ 医療・介護サービスを受けているが認知症の行動 
　  や心理状態が顕著なため困っている

認知症初期集中支援チーム

認知症が疑われる方や認知症の方、およびそのご家
族を訪問し自立生活のサポートを行うチームです。
※�鹿追町では医療法人社団博仁会 大江病院と共に、

下記の方を対象に支援を行っています

認知症サポーターステップアップ講座

認知症サポーター養成講座を受講したことがある方
を対象に、認知症の方やご家族の理解者・応援者で
あるサポーターとして、認知症への理解をさらに深
めていただくとともに、接し方や支援の方法を学び、
地域での見守りや支援活動に役立てていただくため
の講座です。

申込フォーム
開催日　２月 27 日（金）
　　　　午後６時〜７時 30 分

会　場　トリムセンター 総合検診室

認知症サポーター養成講座

認知症について正しく
理解し、偏見を持たず、
認知症の方やご家族を
温かい目で見守る「応
援者」を養成する講座
です。
認知症ＶＲ体験なども
行います。

開催日　２月 13 日（金）
　　　　午後６時〜７時 30 分

会　場　トリムセンター ふれあい集会室

申込フォーム

注意点
・不活化ワクチンを希望する場合、2 回の接種が 
　必要となります。接種間隔を原則２カ月あける 
　必要があるため、令和８年１月 30 日までに１回 
　目の接種を行ってください
・1 回目の接種が令和８年１月 30 日を過ぎると、 
　２回目の接種は対象外となり全額自己負担になり
　ます
・定期接種の対象となるのは、１人１回限りです。 
　５年ごとに対象になるわけではありません
・過去に接種している方は対象外となります

「定期接種」の最終年度にあたる 16 歳の方が助成を受けられるのは令和８年３月 31 日までです。
また、積極的な勧奨が控えられ接種の機会を逃した方や接種が完了しなかった方は、経過措置として

「キャッチアップ接種」が、令和８年３月 31 日まで無料で受けられます。

HPV（子宮頸がんなど）ワクチン

定 期 接 種

注意点
・接種時のワクチンの種類や年齢により、２回もし
　くは３回の接種で完了となります
・２回目や３回目の接種をお忘れの方は、時期を確
　認しお早めに接種してください

対象者
今年度 12 歳 〜16 歳（2009 年４月２日～ 2014
年４月１日生まれ）を迎える方

キ ャ ッ チ ア ッ プ 接 種

注意点
・�今年度で終了となりますので、お早めに接種し

てください

対象者
①今年度 17 歳〜 28 歳（1997 年４月２日〜 
　2009 年４月１日生まれ）を迎える方
②令和４年４月１日〜令和８年３月 31 日までに 
　１回以上接種している方
※①②を満たす方が対象となります

申込み・問い合わせ 　保健福祉課 包括ケア係 ☎ 66・1311

帯状疱疹ワクチン、HPV ワクチンに
ついてのお問い合わせ
保健福祉課 健康推進係 ☎66・4037

認知症カフェ

認知症の方は、家に閉じ
こもりがちになってしま
う傾向があります。ここ
に通うことで楽しみを感
じてもらったり、介護者
の方にも普段感じている
負担やストレスなど気軽
にお話しできる場です。

「物忘れが気になる」
「ちょっと話を聞いて欲しい」

「こんな時はどうしたらいいの？」

開催日　毎月第２木曜日
　　　　「おしゃべりハウス ポピーの会」と併せて開催
　　　　 しています。詳細はイベントコーナー（19ページ）
              をご覧ください。  ［毎月掲載します］

会　場　ほほえみプラザ

など、お気軽にお話しください！
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☎66•2031

国保病院からの
お 知 ら せ

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

   

診
療
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

　

担　
　

当
／
白
山
真
司 

院
長

●
総
合
内
科
診
療

　

診
療
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

※
１
月
14
日
・
28
日
除
く

　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分　

   

　

担　
　

当
／
齋
藤
さ
や
か 

副
院
長

●
総
合
内
科
診
療

　
　
　
　
　
　
　

   

１
月
14
日（
水
）・
28
日（
水
）

　

診
療
時
間
／
午
前
９
時
〜
11
時
30
分　

   

　

担　
　

当
／
帯
広
協
会
病
院 

総
合
診
療
科
部
長

●
眼
科
診
療       

１
月
８
日（
木
）・
22
日（
木
）

　

検　
　

査
／
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
／
ひ
か
り
眼
科 

院
長

●
循
環
器
内
科
診
療　
　

     

１
月
９
日（
金
）

　

診
療
時
間
／
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　

担　
　

当
／
帯
広
徳
洲
会
病
院 

院
長

●
泌
尿
器
科
診
療　
　
　

     

１
月
６
日（
火
）

　

診
療
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
／
帯
広
協
会
病
院 

泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療　
　

     

１
月
19
日（
月
）

　

診
療
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
／
北
斗
病
院 
脳
神
経
内
科
部
長

●
皮
膚
科
・
形
成
外
科
診
療

　
　
　
　
　
　
　

  

１
月
５
日（
月
）・
19
日（
月
）

　

診
療
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

            

毎
週
水
曜
日（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
／
齋
藤
さ
や
か 

副
院
長

詳しくは HP を
ご覧ください

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

商
工
観
光
課 

☎
66
・
４
０
３
４

メ
ー
ル
で
の
消
費
生
活
相
談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
日
・
日
中
は
忙
し
い
、電
話
や
対
面
で
は
相
談
し
づ
ら
い
、困
っ
て

い
る
が
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ご相談は
こちらから

鹿
追
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、過
去
に
掲
載
し
た
記
事
の
詳
し
い
情

報
や
事
例
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲載情報

１月診療のご案内

日
４

11

18

25

土
３

10

17

24

31

金
２

（休診）

９
循環器内科

16

23

30

木
１

（元日）

８
夜間診療

眼科

15

22
夜間診療

眼科

29

水

７
小児ワクチン

14
内科診療（協会）
小児ワクチン

21
小児ワクチン

28
内科診療（協会）
小児ワクチン

火

６
泌尿器科

13

20

27

月

５
皮膚科･形成外科

12
（成人の日）

19
皮膚科･形成外科
脳神経内科

26

ご注意ください　　　  　　  　
① 内科・外科の医師は院外診療で
    不在になる場合があります。
② 協会病院の内科診療時は、齋藤副 
    院長は発熱外来対応となります。
③ かぜ症状（発熱・頭痛・せき・鼻水 
   など）のある方は、来院前に必ず 
    当院までお電話ください。

※都合により変更となる場合があります

１月のカレンダー

 役場庁舎  ☎ 66・2311
● 戸籍住民窓口時間延長  …  水曜日 19：00まで（予約制）
● マイナンバーカード窓口  …  上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター  ☎ 66・1311
● �トリムセンターでの健康相談  …  随 時（事前にご連絡ください）

 子育て支援センター  ☎ 66・1165
● 赤 ち ゃ ん の 日  …  月１回  10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回  13：00 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年10回   9：50 〜 11：30
● 土曜開放日　　　  …  月１回 　9：00 〜 16：00

 うりまく夢創造館  ☎ 67・2111
● 開館日  …  毎週 木•金•土曜日 9：00 〜 16：00	

 国保病院  ☎ 66・2031
● �診療のお知らせ  … 22ページに掲載
● �救急診療  …  毎日いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG予防接種  …  第2火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします

 図書館  ☎ 69・7170
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第1・3水曜日 10：30
　 ※こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム
　　   ページに掲載しています

16日（金）

17日（土）

18日（日）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

23日（金）

24日（土）

25日（日）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

29日（木）

30日（金）

31日（土）

1日（木）

2日（金）

3日（土）

4日（日）

5日（月）

6日（火）

7日（水）

8日（木）

9日（金）

10日（土）

11日（日）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

■いきいき総合健診（トリムセンター 6:30）

■未就園児園開放・給食体験（子育て支援センター 

10:00）

■第40回氷上運転講習会（家畜共進会場 9:30）

■ふれあい広場（トリムセンター 9:00）

■ママと赤ちゃんのにこにこ交流会（トリムセン

ター 10:00）

■赤ちゃんと幼児のおはなし会（図書館 10:30）

■からだすっきり体操教室（トリムセンター 9:30）

■６カ月児･12カ月児健診（トリムセンター 

13:00）　■おひざだいすき!!［6カ月児対象］（ト

リムセンター 13:00）　■移動図書館車巡回（もみ

じの里 15:00）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）　■ヌプカ
ウシ白寿大学（町民ホール 10:00）　■移動図書館
車巡回（瓜幕団地 15:00/瓜幕支所 15:20）

■土曜開放日（子育て支援センター 9:00）　■し
かりべつ湖コタン（然別湖 9:00）〜 3/15予定

■第65回鹿追町民スケート大会（町営スケートリ

ンク 8:30）

■図書館臨時休館（図書館）〜 2/2

■ふれあい広場（トリムセンター 9:00）　■こど
もすこやか相談（トリムセンター 9:30）

■てくてくのひ（学童保育所 9:30）

■からだすっきり体操教室（トリムセンター 9:30）

■はじめましての日（子育て支援センター 13:00）

（元日）

■スピードスケート技術講習会（町営スケートリ

ンク 13:30）

■令和8年新年交礼会（町民ホール 11:00）

■鹿追消防団出初式（消防庁舎前訓練場 10:00）　

■トランポリンの日（ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 

10:30/13:30）

■乗馬事業による安全祈願式および新年初乗り（ウ

リマックホール 10:00）　■赤ちゃんと幼児のおは
なし会（図書館 10:30）

■からだすっきり体操教室（トリムセンター 9:30）

■第５回アート･キッズ･クラブ（陶芸工作館 10:00）

■18カ月児･3歳児健診・4歳児フッ素塗布（ト

リムセンター 13:00）　■移動図書館車巡回（もみ

じの里 15:00）

■冬休み木工教室（うりまく夢創造館 9:30/13:30）

■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:00）　　
■ヌプカウシ白寿大学（町民ホール 10:00）

■冬休み木工教室（うりまく夢創造館 9:30/13:30）

■自分たちのはたちを自分たちで祝う集い（ピュ

アモルトクラブハウス 16:00）

■令和8年鹿追町はたちを祝う会（町民ホール 

13:30）

（成人の日）

■ふれあい広場（トリムセンター 9:00）　■９カ
月児相談（トリムセンター 10:00）

■ころころのひ（学童保育所 9:30）

■いきいき総合健診（トリムセンター 6:30）　
■道新鹿追エッセー教室（町民ホール 19:00）

家
庭
用
除
雪
機
に
よ
る
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　

冬
は
家
庭
用
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
増
え
る
時
期
で
す
。

　

雪
の
詰
ま
り
を
素
手
で
取
ろ
う
と
し
て
指
を
挟
む
、
衣
服
が
回
転

部
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
重
大
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
注
意
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雪
詰
ま
り
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、キ
ー

　
を
抜
い
て
か
ら
工
具
で
取
り
除
く

②
子
ど
も
や
周
囲
の
人
を
近
づ
け
な
い

③�

マ
フ
ラ
ー
な
ど
、
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服

　
装
を
避
け
る

④
傾
斜
地
や
夜
間
作
業
は
、
可
能
な
限
り
控

　
え
る

⑤
取
扱
説
明
書
を
読
み
、
操
作
方
法
と
安
全

　
装
置
を
確
認
す
る

安全に作業するためのPOINT 日
頃
の
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
！

慢心は事故のもと！

　　除雪機は正しく　　使用しましょう
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■主な変更点
・貸し出し予約が、インターネット上で可能
・LINEとの連携で新刊図書の情報や予約図書の状況、返却の通知などが可能

〜図書館システムが新しくなります〜

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
サ
イ
ト
（
見
ど
こ
ろ
）
紹
介

　
先
に
作
ら
れ
た
の
は
清
水
町
の
製
糖
工

場
と
鹿
追
を
結
ぶ
河
西
鉄
道（
１
９
２
１
～

１
９
５
１
年
）で
す
。
ビ
ー
ト
、
木
材
な
ど

の
貨
物
、
そ
し
て
旅
客
も
運
び
ま
し
た
。

ま
た
、
肥
料
を
多
く
必
要
と
す
る
火
山
灰

土
壌
の
大
地
で
ビ
ー
ト
栽
培
す
る
た
め
に
、

堆
肥
を
得
ら
れ
る
酪
農
も
導
入
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
河
西
鉄
道
で
は
然
別
川
沿
い

に
貨
物
駅
が
あ
り
ま
し
た
。
木
材
を
川
の

力
を
使
っ
て
運
び
、
積
み
込
ん
だ
の
で
す
。

　
次
に
作
ら
れ
た
の
が
国
鉄
駅
の
あ
っ
た

新
得
か
ら
鹿
追
を
結
び
、
上
士
幌
ま
で
延

ば
さ
れ
た
北
海
道
拓
殖
鉄
道（
１
９
２
８
～

１
９
６
８
年
）で
す
。
拓
殖
鉄
道
は
、
傾
斜

の
緩
や
か
な
と
こ
ろ
に
線
路
を
通
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
然
別
川
沿
い
ま

で
行
く
河
西
鉄
道
を
ま
た
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
交
差
橋

台
跡
が
、
今
で
も
ふ
れ
あ
い
農
芸
公
園
の

中
に
あ
り
、
見
学
で
き
ま
す
。
鉄
道
は
役

割
を
終
え
、
50
年
以
上
前
に
廃
線
と
な
り

ま
し
た
が
、
鉄
道
遺
構
は
当
時
の
様
子
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

　
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
で
は
、
地
球
の
活
動

で
で
き
た
地
形
や
地
質
を
「
地
球
の
記
憶
」

と
し
て
大
切
に
し
、
保
全
し
な
が
ら
観
光

や
教
育
活
動
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
保

全
・
活
用
を
、
地
形
・
地
質
の
み
な
ら
ず
、

大
地
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た
生
態
系

な
ど
も
含
め
た
自
然
遺
産
、
人
々
の
営
み

に
関
わ
る
文
化
遺
産
ま
で
広
く
扱
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
鹿
追
町
は
、
先
住
の
ア
イ
ヌ
民
族
が
暮

ら
し
て
い
た
土
地
に
和
人
が
移
住
、
開
拓

し
て
、
今
の
姿
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
開
拓
期
に
重
要
だ
っ
た
の
が
、
道
路

網
が
発
達
す
る
前
の
２
本
の
鉄
道
で
す
。

ＨＰ

冬の拓殖鉄道と河西鉄道の交差橋台跡

　

今
回
は
、
９
月
に
１
週
間
滞
在
し
た
ス
ー
ザ
ン
・

ペ
レ
チ
ェ
ッ
ク
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

滞
在
の
目
的
は
、
地
域
活
動
の
お
手
伝
い
。
そ
の

一
つ
が
鹿
追
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
Ｆ
Ｃ
）
へ
の

参
加
で
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
女
子
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
て
き
た
経
験
が
買
わ
れ
、
コ
ー
チ
と
し

て
練
習
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ー
ザ

ン
さ
ん
が
考
え
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
も
と
に
英
語
で

指
導
を
受
け
た
選
手
た
ち
は
「
普
段
と
比
べ
て
個
人

プ
レ
ー
の
練
習
が
多
く
て
新
鮮
」「
こ
れ
か
ら
の
練

習
で
取
り
入
れ
て
み
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

練
習
最
終
日
、
ス
ー
ザ
ン
さ
ん
は
「
声
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
選
手
た
ち
に
送
り

ま
す
。
ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　　

続
き
は
“
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
”
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一緒にプレーするスーザンさん

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
錦
光
山 

雅
子
で
す
。

４
月
か
ら
、
町
の
交
流
・
関
係
人
口
の
促
進
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
外
か
ら
来
て
何
か
を
残
し
て
い
く
人
た
ち

を
、
私
た
ち
は
「
風
の
人
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
姿
を
エ
ッ
セ
イ
サ
イ
ト“
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
”の
連

載
、「
鹿
追
な
人
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
広
報

し
か
お
い
で
は
、
そ
の
一
部
を
お
届
け
し
ま
す
。

note『鹿追な人』

「
米
国
人
の
一
日
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
」

 

お餅の便利帖　

図書館員のオススメ

図書館NEWS
TEL•FAX 69•7170

今月の新着 220 冊の中から 6 冊を紹介！
乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

一
般
向
け

えかきになりたい ねずみくん／なかえ よしを
大きなのっぽの古時計／のぶみ

《小学生向け》 
ちかくにあるいのち図鑑 ヒツジ／
イラリア・デモンティ

SPY×FAMELY 超家族論／齋藤 孝
北の森の和毛たち／佐藤 章　

《中高生向け》 
Garden 8月9日の父をさがして／森越 智子

お餅が大好物で年末年始に限らず一
年中お餅を食べるという著者の飛田
さんが手軽に食材も少なくできる餅
料理を紹介しています。お正月だけ
ではもったいないご当地お雑煮やお
汁粉、カリカリの焼き餅やとろんとやわらかな餅な
ど、どれもおいしそう！
この本を読んで、あなたはお餅何個食べる？

お ま と め Q R コ ー ド

をご覧いただけます！

新着リスト X

YouTubeFacebook

Instagram

飛田 和緒／著

健康温水プールしかおい ☎66•1605

プールNEWS
町民ひとり１スポーツ

あけましておめでとうございます

今年度もたくさんの子どもたちに水泳教室に通っていただきました。
２月には今年度最後の進級テストを実施します。日頃頑張って練習をして
いる成果を十分に発揮してもらいたいと思います。
水泳教室の様子はいつでも観覧席からご覧いただけます。ぜひ、お近
くでお子さんの頑張りをご観覧ください。

昨年はたくさんのご利用ありがとうござ
いました。
今年も皆さまが快適にご利用できるよう、
スタッフ一同努めてまいります。

〈３月休館〉 事前のご案内
３月１日（日）～３月31日（火）は、
全館清掃と設備メンテナンス期間の
ためお休みとなります。

小学生水
泳教室

の状況

この事業はサマー
ジャンボ宝くじの
収益金を活用して
実施しています

新たに導入するシステムにより、インターネットで
の本の予約やLINEとの連携が可能となり、これま
で以上に便利にご利用いただけます。

保存年限の切れた雑誌・書籍をお持ち帰りいただけます。気になるあの本があるかも！？

期間  2月14日（土）～ 3月1日（日）　
　　  午前10時～午後６時（金曜日は午後７時まで） 
　　  

〜雑誌・書籍還元のお知らせ〜

※新システム導入に伴い、1月26日（月）〜2月２日（月）まで臨時休館とします
　併せてバンビ号も運休します

場所  図書館ロビー
 　　  ※2月16日(月)、24日(火)は休館日

北海道の野生動物写真集です♪

協力隊が出会った協力隊が出会った
風の人風の人
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11
月
分 

善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト（
敬
称
略
）

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

･
十
勝
髙
田
牧
場
（
髙
田
泰
輔
代
表
）

＝
牛
肉
８
kg

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

･
片
桐　

朝
子　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

･
株
式
会
社 

安
井
測
量
設
計
事
務
所

　
（
安
井
塔
基
代
表
取
締
役
）　　

 

　

いついつまでも
　  おしあわせに

戸籍の 窓 口
町民課 戸籍年金窓口係 ☎66・4031

結  婚

こんにちは
　  よろしくね出  生

ごめいふくを
　  お祈りします死  亡

人 の う ご き
11月末現在（外国人を含む）

　世   帯　2464戸 （−   3）
　人   口　4846人 （−   7）
　   男　　2357人 （−   6）
　   女　　2489人 （−   1）

 ※対前月比

11 月受付分

野口　耕八郎さん　　76歳

なし

森田　椛
もみじ

ちゃん 恭平さん・真央さん

鹿追町 公式 LINE鹿追町 公式 LINE
友だち募集中友だち募集中
登録方法
QRコードから［友だち追加］
を行ってください

LINE でつながる、鹿追ライフ
防災や暮らしの情報から
ごみ収集日や分別まで、
あなたにぴったりの情報
を手軽にチェック♪

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
あ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
谷　

幸
江

町民文芸
　
「
あ
れ
！
ど
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
な
ん
で
点
か
な
い
の
？
」
と
。
私

は
驚
き
と
困
惑
で
咄
嗟
に
そ
ん
な
言
葉
が
で
て
、
慌
て
て
い
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
ガ
ス
炊
飯
器
の
電
気
コ
ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
む
。
が
、
炊
飯
器
の
電
気
が
つ
か
な
い
。
何
度
も
慎
重
に
繰
り
返
す
。

他
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
も
、
試
し
て
も
、
ダ
メ
だ
っ
た
。

　

バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
私
に
気
付
き
、
居
間
に
居
た
息
子
が
来
て
、
試
行

錯
誤
す
る
も
結
果
は
同
じ
。

　
「
コ
ー
ド
が
断
線
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
な
」
と
あ
き
ら
め
の
言
葉

を
残
し
戻
っ
て
い
く
。

　

時
は
５
月
の
連
休
の
最
中
。
帰
省
中
の
孫
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
「
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
カ
レ
ー
」
も
出
来
上
が
っ
て
の
こ
と
。
ご
飯
が
な
け
れ
ば
一

大
事
。

　

諦
め
た
筈
の
私
は
、
あ
と
１
度
だ
け
と
挑
戦
し
た
が
残
念
な
結
果
で
終

わ
る
。
も
う
諦
め
よ
う
！
圧
力
鍋
で
炊
く
事
に
決
め
、
鍋
を
用
意
し
て
い

た
。

　

そ
の
時
、
２
階
か
ら
降
り
て
来
た
孫
が
、「
忙
し
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う

し
た
の
？
」
と
。
訳
を
話
し
て
い
る
間
に
、
傍
に
あ
る
コ
ー
ド
を
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
。
途
端
に
炊
飯
器
の
電
気
が
点
い
た
。

　

諦
め
て
い
た
私
は
驚
き
と
喜
び
が
重
な
っ
た
。
傍
に
い
た
者
た
ち
も
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
く
。

　

炊
事
班
長
の
私
は
、
こ
れ
で
何
時
も
の
ご
飯
で
カ
レ
ー
を
食
べ
さ
せ
ら

れ
る
と
ほ
っ
と
す
る
。

　

食
後
に
、
息
子
は
炊
飯
器
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
、
３
日
後
に

は
届
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
れ
以
来
点
火
為
難
い
時
も
あ
る
が
、
炊
飯
出
来
な
い
日

は
無
い
。
20
年
以
上
も
我
が
家
で
使
い
続
け
た
、
タ
イ
マ
ー
も
な
い
シ
ン

プ
ル
な
お
釜
は
、
私
の
お
気
に
入
り
の
生
活
必
需
品
の
ひ
と
つ
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
納
戸
で
待
つ
炊
飯
器
の
出
番
は
、
も
う
少

し
先
に
な
り
そ
う
だ
。

夏
木
句
会

虎
落
笛
老
婆
佇
む
捨
て
サ
イ
ロ

　
　
　
　
　

過
ぎ
去
り
し
日
は
夢
の
如
く
に　
　
　
　
　
　

飯
沼　

絃
一

た
く
さ
ん
の
鉢
の
植
物
生
き
生
き
と

　
　
　
　
　

見
守
り
な
が
ら
暮
ら
す
日
々
な
り　
　
　
　
　

五
十
嵐
利
子

飯
場
に
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂
月
明
か
り

　
　
　
　
　

幌
加
の
ダ
ム
は
今
も
治
水
す　
　
　
　
　
　
　

白
石　

知
徳

一
夜
明
け
寒
さ
も
雪
も
予
期
は
せ
ぬ

　
　
　
　
　

今
年
一
年
何
事
も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
垣
恵
美
子

短
歌
会
詠
草

白
寿
大
学
俳
句

甦
れ
能
登
は
荒
海
も
が
り
笛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

廣
行

冬
枯
れ
に
守
ら
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
　
　
　
　
　
　

埴
渕　

洋
子

「
ヒ
ュ
ル
リ
ヒ
ュ
ル
」
世
相
嘆
く
や
虎
落
笛　
　
　
　
　
　

 

早
川　

輝
子

山
紅
葉
旅
情
の
加
速
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

朝
子

鹿
笛
吟
社

万
年
の
威
力
日
高
嶺
秋
陽
上
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

朝
子　

弟
妹
の
野
菜
が
届
く
庭
小
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上　

加
代

と
め
ど
な
い
親
子
の
会
話
湯
ど
う
ふ
に　
　
　
　
　
　
　
　

木
俣　

君
子

万
感
を
胸
に
こ
の
秋
惜
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
と
も
子　
　

毒
茸
か
否
か
と
問
ひ
て
茸
狩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

梨
花

大
雪
山
移
り
ゆ
く
な
り
秋
の
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

知
徳　

今月の
表 紙今

月
号
の
表
紙
は
、
12
月
６
日
・
７

日
に
鹿
追
町
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
年
賀
状
用
撮
影
会
の
一
枚
で
す
。

２
０
２
６
年
は
午
年
！
と
い
う
こ
と

で
企
画
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ご

家
族
連
れ
や
年
男
・
年
女
の
皆
さ
ん
な
ど
、

世
代
を
超
え
た
多
く
の
方
が
参
加
。
目
の

覚
め
る
よ
う
な
青
空
の
下
で
の
馬
と
の
ふ

れ
あ
い
は
、
新
し
い
年
へ
の
期
待
を
感
じ

さ
せ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

お
馬
さ
ん
と
一
緒
に
ハ
イ
チ
ー
ズ
！
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広
報
し
か
お
い  

　
　
　

1
月
号

令
和
７
年
12
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課 

広
報
広
聴
係

N
O

.858　

2026

思い出話が飛び出す楽しい時間に

11月22日　ジオカフェ 然別湖の山について話しましょう

ひとつひとつに手作りの温もりを感じます

12月13日　鹿追焼 マグカップ市＋

安心・安全な年の瀬を願って防犯を呼びかけ
12月15日　歳末地域安全特別巡回

探究授業で制作した、飼い猫がモデルの一冊11月28日　オリジナル絵本を図書館へ寄贈

〒 081-0292　北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
☎ 0156・66・2311　℻ 0156・66・1020
鹿追町ホームページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
市外局番は［0156］です

＊本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます

鹿 追 町 役 場

鹿追高校３年 蓮井祥太さん ハンドドリップの一杯とともに本を楽しむ
12月4日　本と珈琲の図書館ナイト

まちかど パレット


